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吉田拓郎 歌碑建立によせて
■2010年に広島修道大学は、4年制の広島
商科大学開設50周年を迎える。この歌碑は、
在学中から音楽活動を始め、全国的に著名と
なっている吉田拓郎氏の活躍を讃えるととも
に、在学生および卒業生の活力の一助とする
目的でキャンパス内に建立したものである。
■歌碑建立は、吉田拓郎氏の同意と学内外
の多数の関係者の助言・協力を得て、広島修
道大学50周年記念事業の一つとして実現し
た。この歌碑に刻まれた「今日までそして明
日から」は、1970年秋に発表された吉田拓
郎氏の最初のオリジナルアルバムに収録さ
れている作品の一つである。新たな50年に
船出する広島修道大学が、さらに発展するよ
うにとの願いが込められている。

吉田　拓郎　（よしだ たくろう）
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クII」発売に続き「今日までそして明日から」
を発表。1972年「結婚しようよ」「旅の
宿」が空前の大ヒット。
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「フォーライフレコー
ド」を設立、「吉田拓
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合戦に初出場。
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私
は
山
口
県
の
高
校
を
卒
業
後
、
東
京
の

専
門
学
校
で
、
柔
道
整
復
師
の
資
格
を
取

得
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
、
兄
は
巨
人
軍
の

ト
レ
ー
ナ
ー
を
経
て
広
島
カ
ー
プ
に
入
団
し
、

一軍
の
ト
レ
ー
ナ
ー
を
務
め
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
が
縁
で
、
私
も
広
島
カ
ー
プ
へ
入
団
し
、

二
軍
の
ト
レ
ー
ナ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

時
、
兄
が
「
こ
れ
か
ら
は
、
ト
レ
ー
ナ
ー
も

大
学
で
の
勉
強
が
必
要
と
さ
れ
る
」
と
、
商

科
大
へ
の
進
学
を
勧
め
て
く
れ
た
の
が
入
学

の
き
っ
か
け
で
す
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
は
広
島
市
西
区
観
音
、
今
の

広
島
西
飛
行
場
近
く
に
あ
り
ま
し
た
。
音

楽
と
、
当
時
の
仲
間
と
の
絆
は
今
も
宝
物
で

す
。
１
９
６
３
年
（
昭
和
38
年
）
入
学
の
仲

間
と
は
、「
三
八
会
」
の
名
で
、
今
で
も
親

し
く
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。
広
島
で
仕
事

を
し
て
い
る
と
、
必
ず
広
島
修
道
大
学
の
卒

業
生
に
出
く
わ
し
ま
す
。
卒
業
し
た
後
の
ほ

う
が
、
修
大
の
絆
の
強
さ
を
感
じ
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　

ケ
ガ
や
疲
労
か
ら
回
復
し
た
選
手
の
喜
ぶ

顔
を
見
る
と
き
、
一
番
の
生
き
が
い
を
感
じ

ま
す
。
ト
レ
ー
ナ
ー
に
必
要
な
資
質
と
は
、

「
相
手
に
喜
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
喜
び
に

で
き
る
こ
と
」
だ
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、「
体
が
資
本
」
の
プ
ロ
の
野
球

選
手
が
相
手
で
す
か
ら
、
想
像
以
上
に
神
経

を
使
い
ま
す
。
仕
事
で
は
人
一
倍
神
経
を
使

い
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る

…
そ
う
い
う
矛
盾
し
た
と
こ
ろ
を
持
ち
合
わ

せ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
１
９
８
４
年
と
85
年
に
、
米
国
野
球

連
盟
・
オ
リ
ン
ピッ
ク
委
員
会
主
催
の
「
ス
ポ
ー

ツ
医
学
国
際
会
議
」
に
出
席
し
ま
し
た
。
あ

の
と
き
、
米
国
に
渡
って
本
格
的
な
〝
ス
ポ
ー

ツ
医
学
〞
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
そ
れ
か
ら

は
、
常
に
専
門
的
技
術
や
知
識
の
習
得
に
積

極
的
に
努
め
て
い
ま
す
。
今
も
毎
日
が
勉
強

で
す
ね
。

　

ト
レ
ー
ナ
ー
の
仕
事
は
、
球
団
と
と
も
に

あ
っ
て
、
大
事
な
選
手
を
陰
で
支
え
る
責
任

あ
る
仕
事
で
す
。
選
手
の
練
習
中
や
試
合
中

は
、一時
も
注
意
を
そ
ら
す
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
。
昭
和
50
年
代
、
選
手
は
ほ
と
ん
ど
休

ま
ず
に
試
合
に
出
続
け
る
と
い
う
時
代
で
し

た
。
当
時
は
、
選
手
の
体
調
管
理
に
は
ピ
リ

ピ
リ
す
る
ほ
ど
の
神
経
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。

選
手
の
健
康
管
理
を
す
る
私
が
胃
潰
瘍
を
患

う
始
末
で
し
た
。

　

思
い
出
は
、
数
え
き
れ
な
い
く
ら
い
あ
り

ま
す
。
カ
ー
プ
の
初
優
勝
の
時
、日
本
一に
な
っ

た
試
合
、
今
で
も
そ
の
喜
び
が
鮮
や
か
に
よ

み
が
え
っ
て
き
ま
す
。
衣
笠
祥
雄
さ
ん
が
連

続
出
場
の
世
界
記
録
を
達
成
し
た
と
き
の
こ

と
は
、
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
あ
れ
だ
け
の
試

合
に
出
続
け
ら
れ
た
の
は
、
本
人
の
精
進
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
フ
ァ
ン
と
球
団
と
が
一
体

と
な
って
衣
笠
さ
ん
を
支
え
て
い
た
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。

　

逆
に
一
番
悲
し
い
思
い
出
は
、
津
田
恒
美

投
手
の
こ
と
で
す
。
本
人
も
気
付
い
て
い
な

か
っ
た
病
巣
が
、
偶
然
、
C
T
で
発
見
さ
れ

ま
し
た
。
あ
の
と
き
は
、
一
週
間
く
ら
い
ほ

　
　

広
島
商
科
大
学
に

入
学
さ
れ
た
理
由
は
？

と
ん
ど
眠
れ
な
か
っ
た
で
す
ね
。
シ
ョッ
ク
で
、

シ
ョッ
ク
で
…
。
彼
が
若
か
っ
た
だ
け
に
辛
か
っ

た
。
人
生
で
最
も
悲
し
い
出
来
事
で
し
た
。

　

私
も
世
間
並
み
に
い
え
ば
65
歳
の〝
定
年
〞。

退
職
し
た
ら
、
接
骨
院
を
開
業
し
た
い
で
す
。

現
代
人
は
、
あ
ま
り
に
も
ス
ト
レ
ス
が
多
い
。

心
と
体
の
両
方
か
ら
リ
フ
レッ
シュ
し
て
あ
げ
ら

れ
れ
ば
…
と
考
え
て
い
ま
す
。
ト
レ
ー
ナ
ー
と

し
て
の
経
験
を
生
か
し
な
が
ら
、
野
球
以
外
の

分
野
の
方
の
役
に
立
て
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

　
〝
年
齢
〞
な
ん
か
関
係
な
い
で
す
よ
！ 

私

は
元
気
で
い
ら
れ
る
限
り
、「〝
老
い
〞な
ん
て
、

ど
こ
吹
く
風
」
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
思
い
出
は
？
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ト
レ
ー
ナ
ー
に
な
る
に
は
、

資
質
と
し
て
ど
ん
な
こ
と
が

要
求
さ
れ
ま
す
か
？

　
　

カ
ー
プ
と
の
関
わ
り
の
中
で

心
に
残
っ
た
こ
と
は
？

　
　

将
来
の
夢
は
あ
り
ま
す
か
？

「体が資本」のプロ野球選手を支えて45年
 生涯現役で、現代人の心身をリフレッシュしたい。

福
ふくなが

永　富
と み お

雄
短期大学部（1965年卒）
株式会社 広島東洋カープ トレーナー部長

1942 年生まれ、山口県下松市出身。1963 年 （株）
広島東洋カープ入団、広島商科大学短期大学部入学。
1966 年東京オリンピック5カ国のチームトレーナーとして
従事。1998 年「日本プロ野球トレーナー協会」会長に
就任、今日に至る。

広島東洋カープのトレーナー部長を
務める福永富雄さんに、

学生時代の想い出や今後の抱負を
インタビューしました。

長年親しまれてきた広島市民球場は、今年がラストイヤー
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漠
然
と「
大
学
生
活
は
東
京
で
…
」等
と
、

思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、父
親
の
猛
烈
な
反
対

が
あ
っ
て
断
念
し
、広
島
商
科
大
学
に
入
学

し
ま
し
た
。

　

総
合
大
学
と
な
っ
た
現
在
と
違
って
、当
時

は
単
科
大
学
で
す
。つ
ま
り
商
学
部
以
外
の

選
択
肢
は
な
く
、全
く
興
味
の
持
て
な
い
講
義

の
繰
り
返
し
で
し
た
。で
も
、故・伊
賀
一人
先

生
の
経
済
原
論
と
近
代
経
済
学
に
は
本
気
で

取
り
組
み
ま
し
た
。所
属
ゼ
ミ
は
伊
賀
ゼ
ミ
。

理
論
経
済
学
だ
け
は
頑
張
っ
て
勉
強
し
ま
し

た
よ
。ク
ラ
ブ
は
E
S
S
に
所
属
。そ
れ
も
2

年
の
後
期
か
ら
で
す
。だ
か
ら
在
学
中
は
全

く
喋
れ
な
か
っ
た
し
、喋
る
必
要
も
な
か
っ
た
。

　

瞬
く
間
に
半
世
紀
以
上
も
生
き
て
き
た

今
、あ
ら
た
め
て
振
り
返
っ
て
見
れ
ば
、大
都

会
の
喧
騒
か
ら
か
け
離
れ
、最
高
に
の
ん
び

り
過
ご
し
た
古
き
良
き
日
々
で
し
た
。実
社

会
に
出
て
突
っ
走
る
前
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
状
態

だ
っ
た
の
で
す
ね
。

　

大
学
卒
業
後
は
、日
本
通
運（
株
）に
勤
務

し
て
い
た
父
の
勧
め
で
、日
通
の
本
社
採
用
試

験
を
受
け
、狭
き
門
を
潜
り
抜
け「
航
空
事

業
部
」配
属
に
て
合
格
。採
用
通
知
の
あ
っ
た

4
年
の
夏
休
み
か
ら
、い
よ
い
よ
本
格
的
に
大

学
生
活
の
締
め
く
く
り
が
で
き
る
。「
卒
業

ま
で
の
半
年
、思
いっ
き
り
青
春
を
謳
歌
し
よ

う
！
」と
思
っ
て
い
た
矢
先
、父
を
通
じ
て
会

社
か
ら
連
絡
が
あ
り
、「
採
用
が
決
ま
っ
た
の

だ
か
ら
さ
っ
そ
く
ア
ル
バ
イ
ト
に
来
て
ほ
し
い
。

毎
日
授
業
が
終
わ
っ
た
ら
広
島
空
港
の
事
務

所
で
働
け
！
」と
、言
って
き
た
の
で
す
。

　
い
や
い
や
な
が
ら
広
島
の
飛
行
場
で
ア
ル
バ

イ
ト
を
始
め
た
の
で
す
。大
学
4
年
晩
秋
の

頃
か
ら
、自
宅
と
大
学
と
観
音
の
飛
行
場
の

三
角
形
上
だ
け
限
定
区
域
を
右
往
左
往
し
て

い
た
の
で
す
。日
通
の
航
空
事
業
部
は
、航
空

貨
物
部
門
と
観
光
旅
客
部
門
に
分
か
れ
て
お

り
ま
し
た
が
、あ
る
日
バ
イ
ト
中
の
広
島
空
港

内
で
、外
国
人
相
手
に
た
ま
た
ま
カ
タ
コ
ト
英

語
を
喋
っ
て
い
た
現
場
を
広
島
支
店
長
に
見

付
け
ら
れ
て
し
ま
い
、入
社
後
直
ち
に
、当
時

花
形
だ
っ
た
国
際
旅
客
部
門
に
配
属
さ
れ
て

し
ま
っ
た
の
が
旅
行
業
界
で
働
く
き
っ
か
け
に

な
っ
た
の
で
す
。

　

自
分
に
と
っ
て
は
日
常
的
な
仕
事
、つ
ま
り

海
外
旅
行
の
ツ
ア
ー
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
の
延
長
線

上
だ
っ
た
か
も
？ 

だ
か
ら
、『
放
浪
』し
た
実

感
は
、全
く
無
い
の
で
す
。ヨ
ー
ロッ
パ
往
復
の

エ
コ
ノ
ミ
ー
航
空
運
賃
が
七
十
万
円
を
超
え

る
昭
和
40
年
代
後
半
の
時
代
の
海
外
旅
行
客

は
、ご
く
限
ら
れ
た
人
た
ち
で
し
た
。そ
ん
な

人
た
ち
ば
か
り
を
お
世
話
し
て
い
る
自
分
が

い
た
。そ
ん
な
自
分
を
な
ん
だ
か
妙
に
大
き

く
感
じ「
四
十
歳
に
な
って
か
ら
は
、一人
で
世

界
を
羽
ば
た
い
て
み
た
い
！ 

組
織
な
ん
か
無

用
の
長
物
、自
分
の
将
来
に
と
っ
て
何
の
役
に

も
立
た
な
い
」と
思
っ
た
の
は
そ
の
頃
の
重
大

な
ミ
ス
テ
イ
ク
だ
っ
た
か
も
？ 

安
定
し
た
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
生
活
に
魅
力
を
感
じ
な
く
な
っ
て
い

た
の
で
す
。40
歳
の
時
、脱
サ
ラ
し
、次
い
で
日

本
を
脱
出
し
た
く
な
っ
た
の
で

す
。そ
れ
か
ら
世
界
を
巡
り

歩
く
こ
と
に
…
。

　

若
い
頃
は
、自
由
で
大

き
な
国
ア
メ
リ
カ
は
大

好
き
で
し
た
。三
十
代

後
半
か
ら
、ヨ
ー
ロッ
パ

の
文
化
と
伝
統
に
興

味
を
持
ち
始
め
た
。今

　
　

大
学
生
活
の
思
い
出
は
？

も
尚
、歴
史
と
文
化
と
伝
統
が
息
づ
い
て
い
る

ヨ
ー
ロッ
パ
社
会
に
魅
力
を
感
じ
、中
で
も
東

ヨ
ー
ロッ
パ
諸
国
に
惹
か
れ
、ハ
ン
ガ
リ
ー
に
拠

点
を
持
っ
た
の
で
す
。

　

ブ
ダ
ペ
ス
ト
で
の
収
入
は
、サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時

代
の
給
与
所
得
の
約
半
分
。で
も
、生
活
費
は

（
当
時
の
）日
本
の
十
分
の一
程
度
？ 

か
な
り

リ
ッ
チ
な
日
々
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

　

す
き
放
題
に
立
ち
回
っ
た
半
生
を
、何
ら
か

の
形
で
書
き
と
め
て
お
き
た
い
？ 

長
年
た
ず

さ
わ
っ
て
来
た「
旅
行
業
」以
外
で
の
自
分
に

最
も
ふ
さ
わ
し
い
仕
事
か
？ 

と
、思
い
込
ん
で

い
る
の
が
主
な
理
由
で
す
。

　

大
学
時
代
か
ら
、音
楽
も
絵
画
も
大
好
き

だ
っ
た
私
は
、ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
芸
術
系
の

人
間
だ
と
思
い
ま
す
。何
れ
を
選
ん
で
も
、今

と
な
っ
て
は
手
遅
れ
…
。で
も
、残
っ
て
い
る
芸

術
的
活
動
と
い
え
ば『
書
く
こ
と
』で
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
自
己
表
現
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、

『
言
葉
』が
表
現
の
究
極
的
手
段
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。8
年
近
く
も
長
逗
留
し
て
い
た
ハン

ガ
リ
ー
時
代
の
出
来
事
を
日
記
小
説
風
に
し

た
著
書『
黄
昏
の
ポ
ジ
ョニ・ウ
ッ
チ
ャ
』は
全
三

巻
で
完
結
予
定
。ま
ず
は
最
終
巻
ま
で
書
き

終
え
る
。今
は
そ
れ
が
最
大
の
目
標
で
す
ね
。

そ
し
て
ま
た
、ハ
ン
ガ
リ
ー
の
片
田
舎
に
拠
点

を
移
し
て
執
筆
活
動
が
し
た
い
で
す
ね
。

　
　

旅
行
業
界
で
働
く
き
っ
か
け
は
？

　
　

世
界
を
放
浪
し
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

　
　

執
筆
活
動
に
入
ら
れ
た
理
由
は
？

旅行業務から海外放浪自由人になったという、
トーマス青木こと玉田紘治さん。
人生の転機、折々の思いをお聞きしました。

40年近く、世界を渡り歩いた。
その足跡を、言葉として残したい!

ブダペストでの経験を記した
「黄昏のポジョニ・ウッチャ」
（発行:リトル・ガリヴァ－社）

トーマス青
あ お き

木
商学部4回生（1967年卒）

1945 年生まれ。1967 年 広島商科大学商学部卒業、
日本通運航空事業部所属海外旅行担当として勤務。
1986 年海外放浪自由人となる。1990 年ハンガリーの
ブダペストを拠点に、旅行業関連サービス業のコンサルタ
ント。1998 年インドネシアで、大学自治活動と観光産
業育成の指導。2003 年日本で、執筆活動に入る。

（本名:玉田紘治）
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第
44
回
同
窓
大
会
実
行
委
員
長
の
松
井
で
す
。

　

例
年
多
く
の
同
窓
生
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
大

変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
来
年
の

第
45
回
記
念
大
会
お
よ
び
再
来
年
の
大
学
開
学

50
周
年
の
記
念
大
会
に
向
け
て
の
ス
テ
ッ
プ
の
大

会
に
し
た
い
と
思
って
い
ま
す
。
今
年
か
ら
来
年
・

再
来
年
へ
と
徐
々
に
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
今
ま
で
参
加
し
た
こ
と
の
な
い
多
く

の
同
窓
生
の
皆
さ
ん
に
も
是
非
ご
参
加
い
た
だ
き

た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　

実
行
委
員
一同
、
お
目
に
か
か
る
の
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

第44回同窓大会実行委員長
広島修道大学同窓会副会長

松井 敏さん
（商学部 11回生）

～同窓大会とゴルフ大会に参加しませんか～

同窓大会で
盛り上がろう！
学部や学年、サークルが違っても、同窓生との縁は楽しいもの ! 
今年も実行委員が張り切って準備をしていますので、お気軽にご参加ください。

来
年
、
再
来
年
に
向
け
て

盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
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同窓会事務局／若宮
TEL・ FAX 082-830-1321
東広島修大会事務局／林田
TEL 0824-29-2022
FAX 0824-29-2039

　

毎
年
、
同
窓
大
会
の
前
に
親
睦
ゴ
ル
フ
大

会
を
行
い
、
約
１
２
０
人
が
爽
や
か
に
プ
レ
ー

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
同
期
会
や
職
域
会
な

ど
、
4
人
1
チ
ー
ム
で
の
団
体
戦
が
メ
イ
ン
で

す
が
、一人
で
の
参
加
も
大
歓
迎
。
チ
ー
ム
割

を
し
ま
す
の
で
、安
心
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

1
回
生
が
還
暦
を
迎
え
た
年
か
ら
、
還

暦
記
念
の
特
別
賞
を
設
け
、
お
祝
い
を
し

て
い
ま
す
。
ゴ
ル
フ
大
会
の
表
彰
は
す
べ
て
、

同
窓
大
会
で
華
や
か
に
行
い
ま
す
の
で
、
同

窓
大
会
と
合
わ
せ
て
参
加
す
る
と
、
昼
も
夜

も
充
実
し
た
1
日
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

親
睦
ゴ
ル
フ
全
国
大
会

表
彰
は
同
窓
大
会
で
華
や
か
に
！

■申込先

■申込締切

第14回

同窓生親睦
ゴルフ全国大会

東広島カントリークラブ場　　所:

1人2,000円
（プレー費は別途各自負担）

参 加 費:

新ペリア方式によるハンディ戦 競技方法:

一般の部・レディースの部・還暦の
部・シニアの部（開催当日までに60
歳に達した方） ・団体の部（4名1
組 上位3名の合計ネットによる）

表　　彰:

2008年10月11日（土）

8回生還暦記念

還暦を記念
した

特別賞を

企画してい
ます。

8回生はぜひ参加を

2008年11月1日（土）　8：00～

実
行
委
員
会　

東
広
島
修
大
会

参加者募集中

同窓生なら誰でも参加OK！
ぜひ申し込みを！

2009年5月3、4、5日日　時:

場所、出演者などは、フラワーフェスティバルが近くなったら
大学HPでお知らせする予定です。

5月
3、4、5日

1
位 

藤
岡
照
行（
菊
丸
後
援
会
B・商
11
）

2
位 

水
代
秀
志（
役
員
会・商
10
）

3
位 

小
幡 

顕（
J
A
東
広
島・人
1
）

4
位 

望
月
文
雅（
菊
丸
後
援
会
B・商
11
）

5
位 

長
野
昌
敏（
剣
道
部・商
5
）

２
０
０
7
年
度　

個
人
の
部

1
位 
菊
丸
後
援
会
B

2
位 
ゴ
ル
フ
部
A

3
位 
修
道
短
大
A

4
位 

J
A
東
広
島

5
位 

軽
音
楽
部
A

団
体
の
部

フラワーフェスティバルで
同窓生に会いましょう!

今年に引き続き、来年も
フラワーフェスティバルで、広島修道大学のステージを設けます。
ステージでは同窓生も参加し演奏会なども開催! 
懐かしい顔を探しに、みなさんぜひご来場ください。

写真はイメージです



　

約
５
０
０
名
が
参
加
し
、平
成
19
年
11
月
3
日

19
時
か
ら
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島
で
、第
43

回
同
窓
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

 

今
回
は
、手
嶋
恵
実
行

委
員
長
の
も
と「
手
を
つ

な
ご
う
」を
テ
ー
マ
に
、肩

の
こ
ら
な
い
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
雰
囲
気
の
中
で
行

わ
れ
ま
し
た
。抽
選
会
で

は
、卒
業
生
で
廿
日
市
市

長
に
就
任
し
た
ば
か
り
の

真
野
勝
弘
氏
が
プ
レ
ゼ
ン

タ
ー
を
務
め
、大
会
に
花

を
添
え
ま
し
た
。

第
43
回
同
窓
大
会

　

平
成
20
年
3
月
8
日
、「
銀
鍋
」に
お
い
て
長
崎

修
大
会
を
開
催
し
、お
い
し
い
料
理
と
大
学
時
代
の

な
つ
か
し
い
話
で
最
後
ま
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
少
な
い
で
す
が
、毎
年
新
し
い
人
が

参
加
し
て
い
ま
す
。今
年
も
佐
世
保
か
ら
夫
婦
と

も
修
大
の
卒
業
と
い
う
人
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。奥
様
は
、子
ど
も
さ
ん
が
小
さ
く
参
加
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、機
会
が
あ
っ
た
ら
ぜ
ひ
参
加

し
た
い
と
い
う
こ
と
で
心
強
い
味
方
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。長
崎
修
大
会
は
今
年
で
20
回
目
を

迎
え
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
細
く
長
く
続
け
た
い

と
思
い
ま
す
。　
　
　

長
崎
修
大
会
会
長 

北
浦
彰

　
長
崎
修
大
会
開
催　

同
窓
会

同
窓
会
報告
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平
成
20
年
8
月
9
日
に
開
催
さ
れ
た
第
11
回

中
部
修
大
会
は
、前
回
の
大
会
後
ア
ン
ケ
ー
ト
を
ふ

ま
え
て
、新
た
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
内
容
と
な
り
ま

し
た
。転
勤
族
が
多
く
、入
れ
替
わ
り
の
激
し
い
中

部
修
大
会
、今
回
も
多
数
の
初
参
加
者
を
得
て
、若

者
の
テ
ー
ブ
ル・13
回
生
を
中
心
と
し
た
テ
ー
ブ
ル・

女
性
中
心
の
テ
ー
ブ
ル・年
配
者
の
テ
ー
ブ
ル
と「
う

み
ゃ
〜
イ
タ
リ
ア
ン
」料

理
を
堪
能
し
な
が
ら
大
い

に
懇
談
し
ま
し
た
。恒
例

の
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
で
は
、

い
つ
も
以
上
に
熱
い
闘
い

と
な
り
、市
川
中
部
修
大

会
会
長
が
勝
利
。引
き

続
き
同
会
場
で
行
わ
れ

た
2
次
会
で
は
、自
慢
の

ノ
ド
の
披
露
や
歓
談
で
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

第
11
回
中
部
修
大
会

真
夏
の
名
古
屋
で
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ

　

平
成
20
年
9
月
6
日
に
第
32
回
福
山
修
大
会

を
福
山
ニュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、岸
同

窓
会
本
部
副
会
長
、高
橋
副
学
長
を
は
じ
め
、多

数
の
ご
来
賓
を
お
招
き
し
、総
勢
90
人
ほ
ど
で
盛

大
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

催
し
で
は
、修
道
大
学
現
役
4
年
生
の
マ
ン
ド
リ

ン
部
を
招
き
、す
ば
ら
し
い
生
演
奏
で
心
和
む
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。ま
た
抽
選
会
で
は
豪
華

賞
品
を
多
数
揃
え
、同

窓
生
の
奥
様・子
ど
も

た
ち
を
交
え
、全
員
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

最
後
は
平
田
同
窓
会

本
部
副
幹
事
長
の
気

合
い
の
入
っ
た
掛
け
声

の
も
と
、全
員
で
大
き

な
輪
を
作
り
、修
大
学

生
歌
を
大
合
唱
し
て

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

第
32
回
福
山
修
大
会
開
催

　

今
年
の
九
州
修
大
会
は
、博
多
駅
前
の
ホ
テ
ル
ク

リ
オ
コ
ー
ト
博
多
で
平
成
20
年
6
月
14
日
に
開
催

し
ま
し
た
。約
45
名
が
出
席
し
、ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー
ム
、

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
今
年
は
大
阪
、広
島
、山
口
、大
分
、佐
賀
か

ら
の
出
席
者
も
あ
り
ま
し
た
。10
年
ぶ
り
の
出
席

者
や
九
州
修
大
会
の
特
徴
で
も
あ
る
女
性
や
若
い

O
B
も
多
く
、活
気
あ
ふ
れ
る
九
州
修
大
会
に
、来

年
も
ぜ
ひ
参
加

し
た
い
と
の
声
が

多
く
あ
が
り
ま

し
た
。二
次
会
は

「
近
く
の
居
酒

屋
」と「
ラ
ー
メ
ン

ツ
ア
ー
」の
二
手

に
分
か
れ
て
行
い

ま
し
た
。

九
州
修
大
会
開
催
！

　

岡
山
修
大
会
は
倉
敷
チ
ボ
リ
公
園
が
最
後
の
年

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、チ
ボ
リ
公
園
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン

で
開
催
し
ま
し
た
。司
会
は
、岡
山
修
大
会
で
は
女

性
と
し
て
は
初
め
て
、小
林
さ
ん（
人
7
回
卒
）が
担

当
。豪
華
賞
品
が
当
た
る
恒
例
の
大
抽
選
会
で
は

参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
、

毎
年
人
気
の
手
品
と

小
咄
で
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。途
中
、全
員

で
チ
ボ
リ
公
園
の
夜

景
と
花
火
を
楽
し
み
、

最
後
は
若
宮
同
窓
会

事
務
局
長
の一本
締
め

で
チ
ボ
リ
公
園
を
後

に
し
ま
し
た
。

第
23
回
岡
山
修
大
会
は

チ
ボ
リ
公
園
で
開
催

　

平
成
20
年
9
月
6
日
、ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
徳
山

に
て
周
南
修
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。こ
の
と
こ

ろ
参
加
者
が
固
定
化
し
て
い
る
よ
う
で
、今
回
の

参
加
者
は
19
名
で
し
た
。大
学
の
近
況
報
告
や
歌

碑
の
建
立
、ス
ク
ラ
ム
委
員
会
な
ど
の
同
窓
会
活
動

の
報
告
を
行
っ
た
後
、懇
親
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

伊
藤
会
長
の
軽

妙
な
進
行
に
よ

る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

で
宴
も
最
高
潮

に
。締
め
く
く
り

に
全
員
で
ス
ク
ラ

ム
を
組
ん
で
学
生

歌
を
熱
唱
し
、盛

会
の
う
ち
に
終
了

し
ま
し
た
。

第
24
回
周
南
修
大
会
開
催

　

平
成
20
年
9
月
12
日
、メ
ル
パ
ル
ク
東
京
に
て
、

91
名
が
集
い
第
44
回
関
東
修
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。商
学
部
生
が
大
半
を
占
め
、35
回
生
以
降

の
O
B

・O
G
も
多
く
集
ま
り
ま
し
た
。ま
た
人

文
、法
学
部
の
O
B

・O
G
は
ほ
ぼ
同
数
、さ
ら
に

経
済
科
学
部
卒
の
ニュ
ー
フ
ェ
イ
ス
の
参
加
も
あ
り

ま
し
た
。

　

学
長
か
ら
吉
田
拓
郎
さ
ん
の
歌
碑
に
ま
つ
わ
る

お
話
が
あ
り
、B
G
M
が
わ
り
に
民
放
の
ニュ
ー
ス

の
特
集
を
流
し
ま
し

た
。他
に
も
J
O
C

常
任
理
事
の
市
原
則

之
さ
ん（
商
2
）に
よ

る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ウ

ラ
話
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

な
ど
が
行
わ
れ
、あ
っ

と
い
う
間
の
2
時
間

で
し
た
。

商
13
回
卒 

関
東
支
部

事
務
局 

國
府
田
公
子

第
44
回
関
東
修
大
会
開
催



修
サ
連

修
サ
連
報告

支 部 だ よ り （平成20年度）

今まで 1回も出席したことがない、案内がなかった、
支部修大会の存在を知らなかった…、という人、ぜひ
最寄りの修大会または、同窓会本部事務局（修道大学
内・若宮）まで連絡をしてみてください。短期大学卒
業の皆さんも大歓迎です。日本全国どこでも温かく迎
えてくれることと思います。

●支部修大会報告（開催順）

中部修大会　8月9日（土）12：00～
TEL（0587）34-2888　野々部
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福山修大会　9月6日（土）18：30～
TEL（090）9507-1643　事務局・森廣

周南修大会　9月6日（土）18：30～　
TEL（0834）63-9119　青木

関東修大会　9月12日（金）18：30～
TEL（03）3265-6182　（株）サンテック　山内
メルパルク東京にて開催。44回目の大会となりまし
た。まだ出席したことがない卒業生の方はぜひご連
絡ください。年に数回は若い学年幹事も多く出席す
る幹事会も開催しています。

九州修大会　6月14日（土）18：30～
TEL（092）801-1324　村川

岩国修大会　9月20日（土）18：00～
TEL（0827）21-1735　事務局・山本
岩国市麻里布町の「鹿鳴館」にて開催しています。
当然、森川訳雄先生も出席されました。

●今後の開催予定
（各支部に連絡してみてください）

北海道修大会　10月11日（土）18：30～
札幌ホテルニューオオタニ
TEL（0167）45-2048　前原

日本海修大会　11月22日（土）19：00～
TEL（0852）21-2603　粟井
今年はまた、いつもの「ピアノ」にて行います。ぜひ
参加してみてください。

関西修大会　10月18日（土）18：30～
TEL（0722）73-3764　丸山
いつもの大阪第1ホテル（丸ビル）から、ハートンホテ
ル西梅田・地下1階「ガーデンキッチン」に会場を変
更し開催する予定です。商学部4回生で作家のトー
マス青木（本名:玉田紘治）氏をお迎えし、講演しても
らう予定です。

愛媛修大会
TEL（089）922-8113　（株）フジ　谷本
例年通り、2月に開催を予定しています。

その他の支部連絡先
東広島修大会
TEL（0824）29-2022　（有）ヒロダイ　林田

三次修大会
TEL（0824）62-3353　備前屋茶舗　道原

呉修大会
TEL（0823）21-0266　武安会計事務所　武安

竹原修大会
TEL（0846）22-2270　角本

高田修大会
TEL（0826）42-1111　近藤

　

同
窓
会
か
ら
サ
ッ
カ
ー
部
に
、3
年
前
か
ら
多

大
な
る
ご
援
助
を
い
た
だ
き
、感
謝
い
た
し
て
お
り

ま
す
。遠
征
費
用
、ト
レ
ー
ナ
ー
費
用
と
し
て
有
効

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。J
リ
ー
グ
の

チ
ー
ム
と
試
合
を
さ
せ
て
も
ら
う
た
め
に
、九
州
遠

征
、四
国
遠
征
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

毎
週
土
曜
日
、日
曜
日
に
は
ト
レ
ー
ナ
ー
に
来
て
い

た
だ
い
て
、選
手
の
ケ
ガ
の
ケ
ア
や
、ケ
ガ
防
止
に
と

て
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。援
助
の
お
か
げ
で
、近
年

チ
ー
ム
力
も
確
実
に
ア
ッ
プ
し
て
き
て
、こ
こ
3
年
、

左
記
の
よ
う
な
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。こ
れ
か
ら
も
優
勝
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
の

で
、ご
声
援
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

最
近
の
成
績

◆
3
年
前

総
理
大
臣
杯
中
国
予
選【
ベ
ス
ト
4
】

全
広
島
県
選
手
権
大
会（
天
皇
杯
予
選
）【
ベ
ス
ト
4
】

中
国
リ
ー
グ【
5
位
】

◆
2
年
前

総
理
大
臣
杯
中
国
予
選【
優
勝
】

全
広
島
県
選
手
権
大
会（
天
皇
杯
予
選
）【
優
勝
】

中
国
リ
ー
グ【
5
位
】

◆
今
年

総
理
大
臣
杯
中
国
予
選【
準
優
勝
】

全
広
島
県
選
手
権
大
会（
天
皇
杯
予
選
）【
準
優
勝
】

サ
ッ
カ
ー
部
O
B
会（
恵
門
会
）石
田

サ
ー
ク
ル
活
性
化
援
助
金
で

サ
ッ
カ
ー
部
に
支
援

岡山修大会　8月23日（土）18：30～
TEL（086）243-8868　柚木

香川修大会　11月8日（土）18：30～
TEL（087）885-3211　村尾
当日恒例のゴルフ大会とあわせて開催を予定してい
ます。懇親会の会場は高松市浜ノ町49-19「海樂
亭きらら」で行います。

長崎修大会
TEL（0958）82-8792　北浦
昨年と同じく、3月に開催を予定しています。

　

平
成
20
年
度
の
修
サ
連
総
会
・
幹
事
会
が
、

6
月
19
日
に
ホ
テ
ル
J
A
L
シ
テ
ィ
広
島
に
て

開
催
さ
れ
、
平
成
19
年
度
活
動
報
告
、
決
算
・

監
査
報
告
並
び
に
平
成
20
年
度
活
動
方
針
、
予

算
等
に
つ
い
て
審
議
の
後
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

19
年
度
の
主
な
活
動
と
し
て
は
、
総
会
及
び

幹
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
20
年

1
月
11
日
に
修
サ
連
恒
例
の
第
35
回
新
年
互
礼

会
が
、
広
島
国
際
ホ
テ
ル
に
て
教
職
員
・
サ
ー

ク
ル
O
B
・
現
役
学
生
約
１
０
０
名
の
出
席
を

得
て
開
催
さ
れ
、
優
秀
な
サ
ー
ク
ル
活
動
を

行
っ
た
サ
ッ
カ
ー
部
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
・
映

平
成
20
年
度
修
サ
連
総
会

・
幹
事
会
開
催

画
研
究
会
・
吹
奏
楽
団
に
激
励
金
を
授
与
し
表

彰
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
サ
ー
ク
ル
活
動
へ
の
援
助
金
の
支

出
、
第
13
回
同
窓
生
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
の
開

催
、
第
43
回
同
窓
大
会
へ
の
協
力
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
サ
ー
ク
ル
の
将
来
の
部
員
獲

得
に
つ
な
が
る
可
能
性
の
あ
る
修
大
チ
ャ
レ
ン

ジ
サ
ー
ク
ル
（
大
学
が
実
施
し
て
い
る
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催
時
に
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
に
参
加
す
る
高
校
生
が
サ
ー
ク
ル
に
1
日

体
験
入
部
す
る
学
友
会
の
企
画
）
に
お
い
て
、

高
校
生
を
受
け
入
れ
る
サ
ー
ク
ル
に
援
助
を
行

い
、
企
画
に
協
力
し
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
度
の
主
な
活
動
方
針
と
し
て
は
、

現
役
サ
ー
ク
ル
の
援
助
、
第
14
回
同
窓
生
親
睦

ゴ
ル
フ
大
会
の
開
催
、
第
44
回
同
窓
大
会
へ
の

協
力
等
を
行
う
こ
と
が
承
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
窓
会
か
ら
の
援
助
に
よ
り
、
競
技
力

強
化
を
行
っ
て
き
た
サ
ッ
カ
ー
部
と
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
の
O
B
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
強
化

状
況
、
成
果
、
今
後
の
強
化
策
等
の
報
告
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
5
月
17
日
、メ
ル
パ
ル
ク
広
島
に
お
い

て
恒
例
の「
E
S
S
同
窓
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
短
大
E
S
S
の
方
の
参
加
も
あ
り
、さ
ら

２
０
０
８・E
S
S
同
窓
会 

開
催

に
幅
広
い
活
気
の
あ
る
同
窓
会
と
な
り
、２
０
１
０

年
の「
E
S
S
創
部
50
周
年
記
念
大
会
」に
向
け
、

よ
り
絆
を
深
め
た
同
窓
会
と
な
り
ま
し
た
。O
B

部
員
へ
の
呼
び
か
け
や
案
内
は
基
本
的
に
E
メ
ー

ル
お
よ
び
E
S
S
ブ
ロ
グ
に
よ
る
も
の
と
し
て
い
ま

す
。現
在
E
メ
ー
ル
情
報
網
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り

を
模
索
中
で
す
。

E
S
S

・O
B

・O
G
会 

公
式
ブ
ロ
グ

http://obatasndsyo.cocolog-nifty.com
/ess/

商
4
回
卒 

牛
黄
蓍
資



し
出
す
作
業
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。
根
気
の

い
る
地
道
な
作
業
で
す
が
、
海
外
生
活
者

は
日
本
か
ら
の
手
紙
や
メ
ー
ル
に
敏
感
で
す
。

レ
ス
ポ
ン
ス
も
早
い
の
で
、
1
年
以
内
の
完
成

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

海
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利
点
は
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す
が
、
最
も
期
待
を
寄
せ
て
い
る
の
が

情
報
の
共
有
で
す
。
各
国
の
情
報
を
一
つ
に

ま
と
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
を
提
供
し
、
日
本
の
同
窓
生
に
も
生

で
リ
ア
ル
な
海
外
情
報
を
発
信
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
海
外
で
同
窓
会

を
開
催
す
る
こ
と
も
楽
し
み
の
一
つ
。
世
界

各
国
で
同
窓
会
を
開
催
す
れ
ば
、
日
本
か
ら

海
外
に
足
を
運
ぶ
き
っ
か
け
作
り
に
も
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

　

２
０
１
０
年
の
大
学
創
立

50
周
年
は
、
修
道
大
学
同
窓

生
が
一
つ
に
な
れ
る
チ
ャ
ン
ス

で
す
。
同
窓
会
の
主
役
は
組

織
や
事
務
局
で
は
な
く
、
同

窓
生
一
人
ひ
と
り
。
個
々
が

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
盛

り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

日本、そして世界へ拡がる

世界各国で活躍する同窓生が一つに。
海外在住者の同窓会ネットワーク作りを紹介します。

特 集

　

同
窓
会
名
簿
を
め
く
っ
て
い
く
と
、
住
所

の
欄
が
横
文
字
に
な
っ
て
い
る
人
が
多
い
こ
と

に
気
づ
き
ま
す
。
私
も
含
め
海
外
在
住
の
卒

業
生
は
多
い
の
で
す
が
、
残
念
な
こ
と
に
連

携
は
希
薄
で
つ
な
が
り
は
強
く
あ
り
ま
せ
ん
。

「
関
東
修
大
会
や
関
西
修
大
会
が
あ
る
よ
う

に
、
海
外
修
大
会
と
い
う
支
部
が
あ
っ
て
も
い

い
の
で
は
な
い
か
」
と
考
え
た
の
が
、
海
外
在

住
者
の
同
窓
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
始
め
た

き
っ
か
け
で
す
。

　

最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
名
簿
作
り
。

今
の
同
窓
会
名
簿
に
載
っ
て
い
る
情
報
を
基

に
、
今
現
在
も
海
外
に
住
ん
で
い
る
人
を
探

日
本
一
の
同
窓
会
を
目
指
し
て

海
外
へ
も
拡
大
中
！

スクラム会員
❶登録カードに記入、紹介者に渡す。
❷スクラム会員登録ハガキを送る。
❸同窓会ホームページから登録する。

２
０
１
０
年
の
大
学
創
立
50
周
年
に
向
け
て
、
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
ス
ク
ラ
ム
会
員
」

制
度
は
、
1
万
人
の
会
員
登
録
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
日
本
一
の
同
窓
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
作
る
た
め
に
、
海
外
で
活
躍
す
る
数
多
く
の
同
窓
生
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
在
住
の
伊
藤
さ
ん
に
、
海
外
在
住
者
の
同
窓
生

組
織
作
り
に
つ
い
て
話
を
伺
い
ま
し
た
。
同
窓
生
の
皆
さ
ん
、
ス
ク
ラ
ム
会
員
に
登
録

し
て
支
え
合
い
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

伊藤 博秀さん
（人文学部 1回生）

同窓会のホームページアドレス
http://www.shudo-u-doso.jp
お問い合わせは同窓会事務局へ

TEL082-830-1321

スクラム通信
スクラム委員会の活動内容や登録情
報を知ってもらうために「スクラム通信」
を発行しています。内容は、同窓生や
同窓会の情報をお知らせする「同窓
NOW」と母校の現状をお知らせする
「キャンパスNOW」の二本立てです。
ぜひご愛読ください。ホームページから
もダウンロードできます。

今年も登録受付中！　スクラム会員
3つの
登録方法

海
外
修
大
会
を
立
ち
上
げ

グ
ロ
ー
バ
ル
な

つ
な
が
り
を
拡
げ
よ
う

問い合わせ先
etnz@jasmine.ocn.ne.jp（伊藤博秀）
海外在住者の方、お名前・ご住所・
お電話番号・メールアドレスをお知
らせください。



同窓会ネットワーク

硬
式
野
球
部
O
B
会

野
球
部
創
立
50
周
年
間
近

現
役
の
強
化
、国
際
交
流
を
支
援

2008 年 8月の交流会参加メンバー。子連れでの参加者も !

硬式野球部OB会 問い合わせ先
TEL090-8248-0257（事務局長 森永）　
TEL090-4805-0924（事務局次長 西本）

　

サ
ッ
カ
ー
部
O
B
会「
恵
門
会
」の
活
動
は
、

新
年
の
合
同
初
蹴
り
を
皮
切
り
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
毎
年
こ
の
日
を
楽
し
み
に
正
月
を

迎
え
る
O
B
も
多
く
、
現
役
部
員
と
の
交

流
を
深
め
る
絶
好
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
他

に
も
、
4
年
生
を
送
る
会
や
新
入
生
歓
迎
会

な
ど
1
年
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
交
歓
会
を

開
催
。
シ
ー
ズ
ン
を
締
め
く
く
る
11
月
の
納
会

で
は
、
M
V
P
や
得
点
王
、
各
部
門
賞
な
ど

の
個
人
表
彰
を
行
い
、
選
手
や
裏
方
で
努
力

し
た
部
員
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
す
。
い
ず
れ
の

会
も
現
役
時
代
に
教
わ
っ
た
規
律
を
大
切
に
し

つ
つ
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
な
か

行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
8
月
に
は
子
ど
も
た
ち
に
天
然
芝

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
プ
レ
ー
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
を

感
じ
て
も
ら
お
う
と
、「
広
島
修
道
大
学
少

年
サ
ッ
カ
ー
教
室
」
を
開
講
。
今
年
で
18
回

目
を
数
え
る
こ
の
教
室
で
は
、
広
島
修
道
大

学
を
知
っ
て
も
ら
い
、
更
に
は
参
加
者
の
中
か

ら
将
来
の
修
大
サ
ッ
カ
ー
部
員
が
誕
生
す
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
1
回
生
か
ら
48
回
生
ま
で
、

幅
広
い
O
B
の
世
代
間
交
流
を
進
め
な
が
ら
、

現
役
サ
ッ
カ
ー
部
の
躍
進
・
発
展
に
寄
与
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
部
O
B
会

将
来
は
修
大
サ
ッ
カ
ー
部
の
星
に
!

少
年
サ
ッ
カ
ー
教
室
を
開
催

特 集

サ
ー
ク
ル

体
育
局

恵門会 サッカー部 OB会 問い合わせ先

TEL090-1017-2001（石田 一雄）

現役へ、支援金を贈呈

現役チームの監督を務める居
原直行さん（30回生）が熱投

サ
ー
ク
ル

体
育
局

念願の初出場を果
たした第 87回天皇

杯全日本サッカー
選手権大会

修大サッカー部の新たな歴史を作ったイレブンに、OBからも大きな声援と拍手

　

硬
式
野
球
部
は
、昭
和
35
年
創
立
で
も
う
す

ぐ
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。O
B
会
は
昭
和
41
年

に
創
立
さ
れ
、毎
年
2
月
の
役
員
会
、5
月
の
総

会
、8
月
に
現
役
選
手
と
の
交
流
会
を
実
施
し

て
い
ま
す
。今
年
度
の
交
流
会
は
、O
B 
16
名
が

参
加
し
現
役
選
手
を
加
え
て
交
流
試
合
を
行

い
ま
し
た
。O
B
は
企
業
チ
ー
ム
で
プ
レ
ー
す
る

人
、草
野
球
を
楽
し
む
人
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
で
す

が
、い
き
い
き
と
白
球
を
追
い
か
け
ま
し
た
。試

合
後
は
、O
B
会
長
の
盛
井
浩
さ
ん（
1
回
生
）

か
ら
現
役
チ
ー
ムへ
支
援
金
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
「
現
役
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る

が
、世
界
を
見
て
も
ら
い
た
い
」と
の
思
い
で
、国

際
交
流
の
支
援
も
行
って
い
ま
す
。13
年
前
に
広

島
市
と
姉
妹
都
市
の
韓
国
大
邱
市
の
啓
明
大

学
校
を
広
島
六
大
学
野
球
連
盟
が
招
待
し
、そ

の
後
、本
学
野
球
部
が
独
自
で
交
流
を
図
り
、

10
年
前
に
啓
明
大
学
校
に
初
遠
征
を
し
ま
し

た
。韓
国
大
邱
市
の
啓
明
大
学
校
と
の
交
流
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、連
盟
の
ハ
ワ
イ
遠
征
者
に
も

支
援
を
行
って
い
ま
す
。「
現
役
支
援
の
資
金
は
、

O
B
会
費
で
す
。み
ん
な
学
生
時
代
に
O
B
の

支
援
を
受
け
た
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、O
B
会
に

関
わ
って
い
た
だ
け
れ
ば
」と
事
務
局
長
の
森
永

徹
さ
ん（
3
回
生
）。50
周
年
に
向
け
て
、よ
り
多

く
の
O
B
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。



　

ウ
エ
ス
タ
ン
部
は
、
昭
和
35
年
に
広
島
商

科
大
学
の
一
期
生
が
立
ち
上
げ
た
歴
史
あ
る

サ
ー
ク
ル
で
す
。
今
日
ま
で
の
48
年
間
、
カ
ン

ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
を
愛
す
る
メ
ン
バ
ー
が
集

ま
り
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

年
に
一
度
の
O
B
総
会
で
は
、
会
計
報
告

や
活
動
報
告
、
活
動
方
針
の
決
定
、
現
役
部

員
を
招
い
て
の
意
見
交
換
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
現
在
４
０
０
人
近
く
い
る
O
B
の
ほ
と

ん
ど
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
す
が
、
今
で
も
音
楽

活
動
を
続
け
て
い
る
人
は
多
く
、
中
に
は
ラ

イ
ブ
ハ
ウ
ス
の
経
営
者
や
定
期
的
に
ス
テ
ー
ジ

に
立
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
今
年
で
3
回
目

を
迎
え
る
O
B
会
主
催
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
す
る
と
と
も
に
、

現
役
部
員
の
出
演
枠
を
設
け
て
演
奏
活
動
を

サ
ポ
ー
ト
。
さ
ら
に
は
、今
年
の
広
島
フ
ラ
ワ
ー

フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
で
ラ
イ
ブ
を
行
い
、
皆
さ
ん
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
コ
ン
サ
ー
ト
を
定
期
的
に
開
催
し
、

現
役
部
員
と
の
交
流
を
深
め
な
が
ら
活
動
を

す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
ま
で
参
加
で
き
な
か
っ

た
O
B
の
皆
さ
ん
、
2
年
後
の
創
部
50
周
年

に
向
け
て
、
昔
の
音
楽
仲
間
た
ち
と
一
緒
に

盛
り
上
が
って
い
き
ま
し
ょ
う
！

ウ
エ
ス
タ
ン
部
O
B
会

カ
ン
ト
リ
ー
を
愛
す
る
仲
間
た
ち
が

現
役
と
と
も
に
演
奏
活
動
を
展
開
中

　

広
島
は
全
国
有
数
の
移
民
県
で
、
明
治
時

代
に
は
新
天
地
を
求
め
て
数
多
く
の
広
島
県

人
が
ハワ
イ
に
渡
航
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
広
島

と
関
わ
り
の
深
いハ
ワ
イ
の
魅
力
を
ハ
ワ
イ
ア
ン

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
を
通
し
て
深
く
知
ろ
う
と
、
ハ
ワ

イ
ア
ン
部
は
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

卒
業
後
も
多
く
の
O
B

・

O
G
が
、
広

島
市
文
化
協
会
所
属
の
広
島
ハ
ワ
イ
ア
ン
愛
好

会
に
入
会
し
、
ハ
ワ
イ
の
プ
ロ
招
聘
に
よ
る
コ
ン

サ
ー
ト
開
催
や
ハ
ワ
イ
へ
の
個
別
訪
問
に
よ
る

国
際
親
善
交
流
、
福
祉
施
設
へ
の
慰
問
な
ど

幅
広
い
演
奏
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
今
年

の
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
広
島
修
道

大
学
50
周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
設
置
さ
れ
た

「
広
島
修
道
大
学
ひ
ろ
ば
・
さ
つ
き
ス
テ
ー
ジ
」

で
、
熱
の
こ
も
っ
た
演
奏
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

披
露
。
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
外
で
は
全
国
か
ら

集
ま
っ
た
O
B

・

O
G
と
久
し
ぶ
り
に
盃
を

交
わ
し
、
昔
話
を
語
り
合
い
な
が
ら
旧
交
を

温
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
O
B
会
運
営
の
強
化
と
現
役

支
援
の
充
実
に
取
り
組
み
、
現
役
部
員
と

の
合
同
演
奏
会
を
実
現
さ
せ
た
い
と
思
い

ま
す
。

ハ
ワ
イ
ア
ン
部
O
B
会

現
役
部
員
と
の
演
奏
会
を
目
指
し

さ
ら
な
る
結
束
と
活
性
化
を
図
る

ハワイアン部 OB会 問い合わせ先

TEL090-4571-0031（加藤 健夫）

ウエスタン部カントリー・マスターズOB会 問い合わせ先

TEL082-295-3083
（事務局 株式会社理舎内 岡田・乗友）

フラワーフェスティバルのステージ演奏では、カントリーミュージックの楽しさを
アピールしました

OB 会主
催の「カ

ントリーマ
スターズ 

You All C
ome!! パー

ティー」の
様子

サ
ー
ク
ル

文
化
局

サ
ー
ク
ル

文
化
局

本場ハワイ（アラモアナショッピングセンター）でも演奏しました

フラダンスを交えたハワイアンステージ



同窓会ネットワーク

同窓生グループ
大 募 集 !

修大創立50年の 2010年まで、同窓生
の輪を拡げるため、同窓生グループの紹
介企画を継続して行います。アルマガゼッ
トで仲間を増やしたいグループ、活動を
アピールしたいグループなど、皆さんの
応募をお待ちしています。

アルマガゼットで、あなたのグループの
アピールをしませんか?

　

大
学
卒
業
後
、
3
〜
5
年
ご
と
を
目
安
に

同
期
会
を
行
っ
て
き
た
第
5
期
会
。
3
年
前

に
は
還
暦
を
迎
え
、
大
々
的
に
「
還
暦
同
期

会
」
を
宮
島
で
行
い
ま
し
た
。
約
60
名
が
出

席
し
、
同
窓
会
長
も
お
招
き
し
て
、
賑
や
か

な
会
と
な
り
ま
し
た
。「
久
し
ぶ
り
に
会
っ
て

も
、
同
期
生
と
い
う
の
は
不
思
議
な
も
の
で
、

す
ぐ
に
学
生
の
こ
ろ
の
気
分
に
戻
れ
ま
す
ね
。

胸
に
は
名
札
を
つ
け
て
い
ま
し
た
が
、
意
外
と

顔
は
分
か
る
も
の
で
す
。
近
況
報
告
を
し
た

り
、
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
た
り
、
楽
し
い

会
で
し
た
」
と
世
話
役
の
島
田
美
彦
さ
ん
。

　

今
年
も
11
月
2
日
に
A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
広
島
で
同
期
会
を
開
催
予
定
で

す
。
同
期
会
の
案
内
は
、
名
簿
を
も
と
に
手

紙
を
送
っ
て
い
ま
す
が
、
最
近
戻
っ
て
き
て
し

ま
う
手
紙
が
多
い
の
が
悩
み
の
種
。
同
期
生

の
中
に
は
定
年
退
職
す
る
人
も
増
え
て
き
た

た
め
か
、
現
在
の
連
絡
先
が
分
か
ら
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。
住
所
な
ど
変
更
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
左
記
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
今
年
の
同
期
会
は
す
で
に
、
参
加
申

込
を
締
め
切
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
継

続
し
て
、
み
ん
な
で
集
ま
る
席
を
設
け
る
予

定
で
す
。
次
回
に
向
け
て
、
5
期
生
の
皆
さ

ん
の
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

第
５
期
会

還
暦
を
す
ぎ
て
も
、
心
は
青
春
！

こ
れ
か
ら
も
集
ま
り
続
け
た
い

第5期会 問い合わせ先

TEL082-292-8715（上松京子）

　

近
年
に
開
催
し
た
「
第
11
期
生
卒
業
30
周

年
記
念
同
期
会
」
は
、「
昔
に
戻
り
、
気
取

ら
ず
友
と
恩
師
と
語
れ
る
雰
囲
気
を
」
と
学

生
時
代
の
コ
ン
パ
さ
な
が
ら
に
広
島
駅
北
口
の

「
白
木
屋
」
で
行
い
、
県
内
外
よ
り
約
70
名

の
同
期
生
が
集
い
ま
し
た
。

　

卒
業
し
て
30
年
。
皆
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を

歩
ん
で
い
ま
す
が
、
数
分
の
懐
か
し
い
会
話

は
青
春
時
代
の
あ
の
頃
に
引
き
戻
し
て
く
れ

ま
す
。
す
ぐ
に
昔
懐
か
し
い
思
い
出
話
や
近

況
報
告
に
花
が
咲
き
、
時
が
経
つ
の
を
忘
れ

る
ほ
ど
に
盛
り
上
が
っ
た
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
11
期
生
の
気
持
ち
と
し
て
、
母
校
の

奨
学
基
金
に
わ
ず
か
ば
か
り
の
寄
付
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
11
期
会

特 集

第11期会 問い合わせ先

TEL082-542-0355（慶徳忠良）

学
生
時
代
を
プ
レ
ー
バ
ッ
ク
！

次
回
〝
還
暦
同
窓
会
〞
で
会
い
ま
し
ょ
う

同
期
会

同
期
会

<応募方法>
同窓会本部へ、FAXまたはメールでお願
いします。グループ名とグループの概要、
代表の方のお名前、住所、電話番号、メー
ルアドレスを記載ください。

TEL/FAX 082-830-1321
E-mail info@shudo-u-doso.jp

　

次
回
は
、
２
０
１
１
年
に
「
還
暦
記
念
同

期
会
」
を
盛
大
に
開
催
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

平成 16年 8月 14日に開催された同期会は「久しぶり」の挨拶
が飛び交う和やかな雰囲気で行われました

宴会は盛り上がりました

宮島で行われた還暦同期会

2005 年に還暦記念の植樹をしました キャンパスで、すくすく育っています

上
野
同
窓
会
長
も
ご
出
席



　

大
都
市
で
の
採
用
活
動
の一
極
集
中
化
に
対
応
し
、
学

生
の
就
職
活
動
の
負
担
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
首
都
圏
な

ど
で
の
就
職
情
報
提
供
な
ど
総
合
的
な
バッ
ク
ア
ッ
プ
を
行

う
た
め
の
「
就
活
サ
ポ
ー
ト
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
今

年
度
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
月
31
日
〜
２
月
２
日
の「
首
都
圏
就
職
ツ
ア
ー
」で
は
、

１
２
０
名
の
学
生
が
東
京
で
開
か
れ
た
合
同
企
業
説
明
会

や
卒
業
生
と
の
交
流
会
な
ど
に
参
加
。
交
流
会
で
は（
株
）

ス
タ
ッフ
サ
ー
ビ
ス
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
代
表
取
締
役
社
長
・

本
原
仁
志
氏
（
１
９
８
０
年
法
学
部
卒
）
の
講
演
会
、
お

よ
び
関
東
地
区
在
住
の
本
学
卒
業
生
と
の
懇
親
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
首
都
圏
・
関
西
圏
で

の
企
業
訪
問
な
ど
の
就
職
活

動
経
費
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
広
島
〜
東
京
間
、
広
島
〜

大
阪
間
の
営
業
路
線
バ
ス
を
無

料
で
利
用
で
き
る
支
援
を
期
間

限
定
で
実
施
し
ま
し
た
。

事務局より

同窓会情報はもちろん、大学の情報も盛りだくさん。
これからも随時更新していきますので、同窓会の最
新情報をご確認ください！　メールでのご意見、お便
り、住所変更のご連絡もお待ちしています。

CAMPUS NEWSCAMPUS NEWS

就
活
サ
ポ
ー
ト
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「ALMA MATER」は英語で母校・校歌を意味し、
語源はラテン語で「母なる…」「心豊かな」を示
します。「GAZETTE」は新聞、大学等の学報と
いう意味があります。 1986 年（昭和 62年）、同
窓生に公募を行い、多数の応募の中から、世界
にはばたく、国際的な広島修道大学同窓会をイメー
ジして決定されたものです。

「Almamater Gazette（アルマ・ガゼット）」の
由来をご存知でしたか？

大学のホームページアドレス
http://www.shudo-u.ac.jp
同窓会のホームページアドレス
http://www.shudo-u-doso.jp

同窓会のメールアドレス
info@shudo-u-doso.jp/
doso@shudo-u-doso.jp/

広島修道大学同窓会は、会員相互の親睦を図り、本会及び母校の発展に寄与する
ことを目的として活動しており、その目的のために必要な同窓生の個人情報をお預か
りし、今日まで同窓会及び大学が厳重に保管してまいりました。平成17年4月個人情
報保護法の全面施行に伴い、皆さまの個人情報を適切に取り扱うべく、次のような
方針を定め、取り組んでいます。 ご理解ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。 
❶（個人情報の収集）個人情報の収集にあたっては、同窓会会則においてあらかじ
め明確に定められた目的のために、必要な範囲内で個人情報を収集します。 広島
修道大学同窓会は会員相互の親睦を図り、本会及び母校の発展に寄与することを
目的とする。（同窓会会則第1章第2条） 
❷（個人情報の利用）収集した個人情報は、同窓会会則に則った目的の範囲内に
おいて利用します。 
❸（業務の委託）個人情報の取り扱いを含む業務を外部に委託する場合は、あらか
じめ秘密保持のための覚え書きや契約書等をかわし、個人情報の適切な取り扱いを
義務付けます。 
❹（個人情報の管理）個人情報は正確かつ最新の状態で管理し、個人情報への不
正アクセス、破壊、改ざん、漏洩などの防止のために、適切な措置を講じます。 
❺（第三者への開示・提供）第3項に基づく外部への委託、法令等に基づく特殊な
場合を除き、ご本人の事前承諾なく第三者に開示・提供することはありません。 
❻（自己情報の開示・訂正・削除等）ご本人から自己の個人情報を開示、訂正、また
は、自己の個人情報の利用停止を希望される場合は、はがき、メールまたはFAXで事
務局までお知らせください（電話でのご連絡はご遠慮ください）。ご本人と確認の上、
速やかに開示・訂正・削除等の処理を行います。 

広島修道大学同窓会個人情報保護方針 

同
窓
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
ア
ク
セ
ス
!

12

　

２
０
０
７
年
12
月
22
日
、
広
島
国
際
会
議
場
に
お
い

て
、
第
16
回
卒
業
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
上

野
淳
次
会
長
の
あ
い
さ
つ
、
商
学
部
2
回
生
の
鳥
越
孝
氏

（
日
本
経
営
開
発
協
会
理
事
長
）
に
よ
る
学
生
へ
の
エ
ー

ル
に
続
き
、フ
ォ
ー
ラ
ム
を
行
い
ま
し
た
。
鳥
越
氏
は
「
地

元
も
い
い
が
、
県
外
の
企
業
に
も
目
を
向
け
よ
う
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。
参
加
者
は
卒
業
生
80
名
、
学
生
約

３
０
０
名
で
し
た
。

第
16
回
卒
業
生
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

9
月
11
日
、
法
務
省
よ
り
、
平
成
20
年
新
司
法
試
験

の
合
格
者
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
学
か
ら
は
昨
年
よ
り
1
名
多
い
7
名
が
合
格
し
ま

し
た
。
今
年
の
本
学
の
受
験
者
は
35
名
で
、
短
答
式
試

験
に
は
19
名
が
合
格
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
20
年
新
司
法
試
験
に
7
名
が
合
格

　

２
０
０
７
年
度
末
で
退
職

さ
れ
たR.B.Parker

法
学

部
教
授
、
菱
木
一
美
法
学
部

教
授
の
2
名
へ
、
本
学
で
の

長
年
の
功
績
に
対
し
て
名
誉

教
授
の
称
号
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

名
誉
教
授
の
称
号
授
与

菱木一美先生R.B.Parker先生

　

50
周
年
記
念
事
業
の
プ
レ
イ
ベン
ト
と
し
て
、
２
０
０
８

年
5
月
3
〜
5
日
の
3
日
間
「
ひ
ろ
し
ま
フ
ラ
ワ
ー
フェス

テ
ィ
バ
ル
」
に
参
加
し
、
広
島
修
道
大
学
ひ
ろ
ば
『
さ
つ

き
ス
テ
ー
ジ
』
を
出
展
し
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
現
役
学
生
や
O
B
の
音
楽
サ
ー
ク
ル

に
よ
る
演
奏
や
武
道
系
サ
ー
ク
ル
の
演
武
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。
連
日
多
く
の
来
場
者
が
あ
り
、
ス
テ
ー
ジ
に

盛
大
な
拍
手
と
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
、
学
生
、
家
族
、
友
人
、

卒
業
生
等
の
交
歓
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。
ひ
ろ
ば
で
は

パ
ネ
ル
展
や
情
報
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
大
学
の
紹
介
を

行
い
ま
し
た
。
バ
ル
ー
ン
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
コ
ー
ナ
ー
は
連
日

子
ど
も
の
行
列
が
で
き
好
評
で
し
た
。
ま
た
、修
道
カ
フェ

で
デ
ポ
ジ
ッ
ト
制
カ
ッ
プ
を
使
用
し
て
、
ご
み
を
出
さ
な
い

よ
う
ひ
ろ
ば
運
営
に
配
慮
し
、
環
境
に
貢
献
し
ま
し
た
。

２
０
０
８
ひ
ろ
し
ま
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

初
参
加
!!

広島修道大学同窓会役員 平成20年度は役員改選の年にあたり、
6月18日の同窓会評議員会で以下のように決まりました。任期は3年です。

［役 職］［氏 名］ ［卒 回］
会長
副会長

幹事長
副幹事長

幹事

上野 淳次
岸  英雄
松井 敏
江川 準一
林  春樹
岡本 幸士
篠原 敦子
児玉 直之
平田 誠治
望月 文雅

商3
商4
商11
人1
短5
商13
商18
人5
法4
商11

［役 職］［氏 名］ ［卒 回］
幹事 近藤 博樹

牛尾 克美
桑田 浩夫
佐藤 隆司
手嶋 恵
木場 厚旨
住田 敏
谷本 圭一
戸田 千波也
薬師寺 尚志

商13
商14
商17
商18
法2
人8
商22
商22
商28
法12

［役 職］ ［氏 名］ ［卒 回］
幹事

会計長
事務局長
事務局次長

監査

世羅 博之
神里 元基
西山 清志
武安 紘二
若宮 寿仁
常広 一信
浅野 健
田村 治重
山野 立男
吉田 只五郎

法16
商41
人28
商1
商13
商11
商28
商3
商3
商4

アルマ・ガゼットは同窓生による手作りの同窓
会報誌です。みなさまからの情報、ご意見ご感
想をお待ちしております。
●アルマ・ガゼットで紹介したい同窓生
●OB・OGのお店
●同窓生へのメッセージ
など、どしどしお寄せください。また、メールボックスの
コーナーではE-mailアドレスの掲載もいたしますの
で、同窓生のみなさんの交流にお役立てください。

お便り募集

〈お便りのあて先〉
〒731-3195
広島市安佐南区大塚東1-1-1
広島修道大学同窓会
TEL・FAX兼用 082-830-1321

卒業して20余年、しばらく大学と離れていま
したが、今回編集に携わり、まさしく「成長」
したキャンパスに驚きました。それにも増し
て、活発に交流を図る同窓生の活動は、も
うすぐ迎える50周年、次の50年に向けて、
しっかりと修道スピリッツを受け継ぎ、発展さ
せていく核になるでしょう。（Sakata-N）

編集後記

新
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者
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が
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２
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８

年
4
月
1
日
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り
２
０
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０
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年
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副
学
長
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学
長
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学
部
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人
文
学
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長

法
学
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長

経
済
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学
部
長

人
間
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境
学
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商
学
研
究
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長

人
文
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究
科
長

法
学
研
究
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長

経
済
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学
研
究
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長
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務
研
究
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長

学
生
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長

教
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長

図
書
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長
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情
報
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長

国
際
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支
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セ
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タ
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長
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野 

和
穂

矢
田
部 
順
二

経
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